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令和２年 8月 定例記者会見（報告） 

 

１ 日 時 令和２年 8月２６日（水）午後１３時～午後１３時５０分 

 

２ 会 場 庁議室 

 

３ 出席者 

＜報道機関＞朝日新聞、山形新聞、米澤新聞、読売新聞、河北新報、置賜日報 

 

＜市＞  市長、秘書広報課長、担当者 

 

４ 記者倶楽部からの質問事項 

⑴ コロナの影響で遅れていた小中学校の授業は、夏休みを使って調整することがで

きましたか。今後も児童・生徒へのフォローなど何か検討していますか。 

 

⑵ 新型コロナ対策として盛りこんでいた小中学校のトレッキング、米沢びしゃもん

プロジェクトへの支援・連携について、それぞれどのような進捗状況ですか。今

後、新たに打ち出す施策もあれば合わせて説明していただきたいです。 

 

⑶ その他 

 

５ 内 容 

○秘書広報課長 

これより令和２年度８月の定例記者会見を開催させていただきます。初めに、市長

から発言がございます。 

○市長 

はい。それでは質問項目についてお答えをさせていただきます。よろしくおねがい

いたします。今回の質問項目は大きく２つでありました。その１点目が「コロナの影

響で遅れていた小中学校の授業は、夏休みを使って調整することができましたか。今

後も児童・生徒へのフォローなど何か検討していますか。」という質問でございます。

まずこのことについてお答えをさせていただきたいと思います。基本的には教育委員

会の所管事項ではありますが、私から答弁をさせていただきます。調整をできたかど

うかについてでありますが、夏季休業の短縮だけでなく、やはり冬季の休業も短縮、

あるいは１日の授業時間数の増加など、各種それぞれの小中学校が工夫をしながら教

育課程を再建することにより、現在のところは、授業時数を確保し、調整の見通しが

立っているということでございます。 

次に、児童・生徒へのフォローについての回答であります。今日まで、感染リスク

の高まる、人との接触を伴う教科、主として体育とか音楽、家庭科などの学習につい
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ては、学習内容によって実施を見送ってきました。感染リスクの低い教科の学習を優

先して実施するなど、安全面を最優先にした対策をとってきております。感染対策の

長期化が予想される現在、児童・生徒の学びを止めないためにも、実施の可否につい

て慎重に検討し、国や県の通知やマニュアル等に従い、国や県が示している感染レベ

ルによって実施可能とされる学習内容については、十分な感染防止対策を徹底したう

えで実施していくという方向で考えております。児童・生徒の学びを保証するために、

再度の臨時休業は出来る限り避けていきたいと考えております。新しい生活様式に沿

った感染予防対策をこれまで以上に徹底しながら、学校での感染を防ぎ、児童・生徒

の学びが保証されるように努めてまいらなければならないと、このように考えており

ます。 

それでも対策を講じてもなお、臨時休業の措置を講じなければならない場合も想定

される訳でありますので、その際は、感染状況にもよりますが、保健所からの助言、

指導を受け、第１波の際に行った全市一斉の休業措置ではなく、当該学校や地区によ

る臨時休業の措置を検討するなど、臨機応変に適切な対応を進めていきたいと、この

ように考えているところであります。そこで臨時休業の措置を取らざるを得ない当該

学校につきましては、保護者や児童・生徒の学習面、精神面での不安を解消するため

に、まず定期的な連絡、必要に応じては、教員による学習支援や相談、また、スクー

ルカウンセラーへの相談を行い、学校が再開した際に児童生徒が安心して学校での生

活を送ることができるような様々なフォローを行ってまいりたいと、このように考え

ております。 

何よりも、感染者の人権を守る観点から、感染者に対する誹謗中傷やいじめなどが

絶対に無いように児童・生徒に指導したり保護者に啓発したりして進めてまいりたい

と考えております。１番目については以上であります。 

２番目の「新型コロナ対策として盛りこんでいた小中学校のトレッキング、米沢び

しゃもんプロジェクトへの支援・連携について、それぞれどのような進捗状況ですか。

今後、新たに打ち出す施策もあれば合わせて説明していただきたいです。」というこ

とでありました。まず小中学生のリフレッシュトレッキング事業でありますが、この

目的は皆様ご承知のとおり市内の小中学生を対象として、市内の貸し切りバス事業者、

旅行業者等の観光関連業者と連携し、天元台高原でのトレッキング体験の機会を創出

するものであります。この事業期間としましては、令和２年４月２２日から、令和２

年１０月３１日までとなっております。ただし、この期間に実施が困難な場合には、

スノー期の令和２年１２月４日から令和３年３月１２日までの利用も可能としてい

るところであります。 

現在の進捗状況でありますが、事業全体の参加人数が、合計で２５校、２４９学級、

５，９２６名、これは全小中学生を対象としております。実際に現在までの事業開始

日からの実績でありますが、４月２２日から８月２２日までで実施した小中高につき

ましては２７校、２８学級、４７５名の参加がありました。今後の実施予定でありま

すが、２２校、２２１学級、５４５１名が参加を予定しているという状況であります。
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今後の実施状況を見ながら、スノー期に入る学校もあるのかないのか、その辺も確認

しながら、対応をしていきたいと考えております。 

次にびしゃもんプロジェクトであります。この事業につきましては、主催は米沢商

工会議所青年部と米沢青年会議所が中心となって、感染防止対策に努めてまいりまし

た。このことにつきましては、本市としましても先のチラシでも内容について市民の

皆様に報告をさせていただいてきたところであります。この事業につきましては、今

後、主催者を中心にポスター、コースター、ステッカーを作るということで、後日記

者クラブの皆様にはそのご案内が行くと思います。そういったものも今準備をしてい

るところであります。そういった部分について、今現在、米沢市の消費喚起事業費補

助金を活用して、支援をしているところであります。 

何よりも、事業所もそうでありますが、利用される市民の皆様にも、新しい生活様

式、あるいは感染防止対策をしっかりやっていこうという啓発活動が中心となります

ので、今後とも、色々な面で市民の啓発活動に役立てていきたいと、この主催団体の

方にも支援をしてまいりたいと考えております。今後、今申し上げたほかに、市内小

中学校にびしゃもんプロジェクト学校向けのポスターを配布する、あるいは全小学生、

大体４，０００名を対象に、びしゃもんプロジェクトのシールの配布を計画して、こ

れも学校教育課と主催団体の方で検討をしているという状況であります。 

あと、３番目の「今後、新たに打ち出す施策もあれば合わせて説明していただきた

いです」につきましては、前段の９月議案の説明の際、総務部長より説明がありまし

たので、私からは割愛させていただきます。 

私からは以上です。 

〇秘書広報課長 

 市長からの発言は以上になります。これ以降の進行につきましては幹事社の方にお

渡ししますので、よろしくお願いします。 

〇幹事社  

 よろしくお願いいたします。まず最初に伺いたいのは夏休みの部分で、臨時休校の

あり方について、臨機応変にとおっしゃっていましたが、そうすると４月にやってい

たような基準から一部変えることになるという認識で間違いないですか。 

〇市長 

 当然そうなると思います。あれは国から、全校一斉休校という休業要請があって、

それは県内でもそうですし、米沢もそれに呼応しながら対応しました。しかしながら

今後感染者が出た場合には、そこを検討しながらということですが、一斉休校という

ことではなくて、その学校なり地域なりの状況を判断しながら、臨機応変に対応して

いくということになります。 

〇幹事社  

 そのあたりの基準というのはある程度決まっていますか。 

〇市長  

 それは今ここでどうこうということは出来ません。 
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〇幹事社  

 トレッキングのことについてですが、先ほどおっしゃっていた学校数のところで、

２５校の対象に対して実施が７校で今後実施が２２校ということだったのですが、こ

れは学校ごとに分けて実施している学校があるということですか。 

〇市長  

 そのとおりです。 

〇幹事社  

 幹事社からは以上です。ほかにあればお願いします。 

〇記者 

 びしゃもんプロジェクトなのですが、東京都の方では同じような趣旨というか似た

ような趣旨の形で、自主的に感染防止ステッカーを貼っているところでクラスターが

発生して色々批判が出たりということもありました。びしゃもんプロジェクトも同じ

ように何か検査してとかではなくて自主的にというところではあるのですが、何か改

めて市として情報発信とか、てこ入れではないですが何か協力していこうといったお

考えはありますか。 

〇市長 

 若い人たちが、JC（米沢青年会議所）さんも YEG（米沢商工会議所青年部）さんも

一生懸命取り組んでいただいております。東京都で問題になったのは、しっかりと感

染防止対策をしているところから感染者が出た、そしてそこを配置とか掘り下げてみ

ると、実際にどれだけの効力があるのかというところが話題になっていたようでした。

米沢市のものもそういった東京都のように完全に「こうだ」というものではなく、先

ほど申し上げましたように、「お互いに感染防止にしっかりと取り組んでいこう」と

いう啓発活動が中心になるというように私は思っております。そういったことに呼応

して、ただ米沢の場合は、３段階になっております。「何項目クリアすれば一つ星」と

か、全部で１８項目ほどあったと思います。そういったものをひとつの感染防止対策

としての、事業者側から言うと「しっかりと取り組みをしていますよ」と、利用者側

からしてもそのことによってどのように利用されるかについて、そして利用する側も

しっかりと感染防止やっていこうという趣旨が中心でありますので、今後、先ほど言

いましたように色々小学生向けに対して、子供たちがしっかりとこういったことを認

識し、取り組むことによって、親への啓発もできるのではないかという、主催してい

る団体側からそういったこともあって、是非学校教育課、教育委員会と連携しながら

ステッカーの配布などもさせていただきたいということもありましたので、そういっ

たことも含めて色々な面で、教育体制について検討しているという状況であります。 

〇記者 

 びしゃもんに絡んで、市長はずっと胸にびしゃもんバッジ付けておられますが、出

来たときから私もずっと「それいいなあ」と思っているのですが、先ほど小学生に配

るのはシールとかステッカーとあって、そのバッジについてはたぶん言及なかったよ

うに思うのですが、何かバッジについて市長として活用方法などお考えはありますか。 



5 

〇市長 

 やはり米沢市もみんなで一緒にやっていこうということで、担当のほうから「市長

にバッジを付けたいので何かないか」ということでいただいたバッジでした。こうい

ったものをつけることによって１つの啓発活動というものになっていくということ

であれば、やはり多くの人に着けていただいて、それが啓発の一環ということになっ

ていくことも私は大変重要なことだなと思っておりますので、今後どのようにするか

も含めて、市からの支援も必要になるかもしれませんが、多くの方に着けてもらえる

ような対応をしていきたいと思いますので、もうちょっと時間をいただければと。多

くの人に着けてもらいたいと私は思っております。 

〇記者 

 着けてもらうこともそうですし、知ってもらうということもあると思うので、例え

ば可能かどうかわかりませんが、市役所の壁面を覆っている白いところのどこかに大

きなびしゃもんを描いてもらって撮影スポットにしてもらうとか、今は米沢品質の表

示がありますが、被ってもびしゃもんもブランド力だと思えばいいと思うので、何か

もっと市として発信できるかなどもご検討いただければと思います。 

〇市長 

 わかりました。大きなポスターなどもできると思いますので、市役所にも導入した

いと思います。 

〇記者 

 他市町を見てみますと、入り口のゲートのところの検温の機械が素晴らしいなと、

この間川西町のフレンドリープラザに行ったら、大きなパネルに温度とか色々な情報

が表示される最新型のものをつけていて、みんな「なんだろうな」と使っていたので

すが、米沢の場合、機械は設置されているのですが、何度なのか分からない、青と赤

しか表示されないものなのですが、その辺もう少し進んだものを設置したら利用率も

上がるのかなと思うのですが、いかがですか。 

〇市長 

 機械そのものにそんなに問題はないと思うのですが、ただ目につかなければ、興味

を持っていただかないと検温ということにもならないと思いますので、「なんだろう

な」と思っていただいて、検温してもらうような、そういったものにしていく必要は

あると思っています。 

〇記者 

 実際に何度ということが出れば安心する部分もありますし、「やってみようかな」

という動機づけにもなると思います。 

〇市長 

 そうですね。 

〇幹事社 

 質問事項以外のところで何かある方いらっしゃいますか。 
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〇記者 

 先月も伺ったことで、一応改めて伺っておこうと思うのですが、上杉まつりの代替

というのは何か決まりましたか。 

〇市長 

 代替事業というまでにはなかなか、密になるイベントも５０００名以上のものはま

だ延期するという国の方針も出てきて、何をとっても密の状況をどのようにするかと

いうこともあります。ただ、個々の小さな単位で今までお祭りに関わってきた色々な

団体があるわけですよね。民謡一家さんもありますし、愛の武将隊もありますし、そ

ういったものは、やはり期間中にどこでどうするというところまでいかなくても、そ

のようなことでやっていくということも今考えているようです。あともう１点は、こ

れは文化面になりますが、米沢市の IJU大使をお願いしている福田直樹さんからのご

提案をいただきまして、やはり大勢の市民の皆さんに今元気を出してもらいたいと、

コロナということで気持ちがすさんでいたり萎縮したりしているので、「私にできる

音楽で市民の皆さんに元気を与えられれば」というご提案をいただいて、これは９月

２６日に伝国の杜で、もうすでにご案内なっていると思います。あと今後どうするか

ですが、やはりお祭り期間中に、これはどこまでどうするか、まだはっきりと「やる」

という方向ではないのですが、結構今各地で抜き打ち的な花火が上がっているようで

す。そういったことなども、若い人たち中心に、１日、１回だけということではなく

て、どのような方法でされるかということも含めて、今検討をしています。どうなる

かは、今はっきり「こうなりますよ」というご提示は出来ませんが、今検討を進めて

いただいているところであります。 

〇記者 

 コロナが出てから、市長はずっと「市民が元気になれるような何かをやらないと」

ということをおっしゃっていたと思うのですが、「おうちで牛肉まつり」も好評だと

伺いましたが、どういう形になるか分からないが、単発ではなくて何度かやっていき

たいというようなことですか。 

〇市長 

そうですね。「牛肉まつり」も、実は JAさんと連携しながら大々的にやろうよと、河

川がいいのか中央がいいのかも含めて、実は農協の人とも話していたのですが、やろ

うやろうということだったのですが、どう考えても密というところから出来ないわけ

ですよね。結局は「おうちですき焼きパーティーを」という格好になってしまいまし

た。そういったことも１つのイベントの代替としてなるのかならないのか分からない

ですが、そういったことも考えて、今後やはり単発的なものをある程度複数回やって

いくということも含めて、どこまで密にならないでできるのかという、そこが１番の

課題だと思いますので、色々小さなものになるかもしれませんが、イベントとなるか

ならないかは分かりませんが、少しでも市民の皆さんの元気が出るような取り組みと

いうものも必要でないかなと思っております。 
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〇秘書広報課長 

 それではこれをもちまして、令和２年８月の定例記者会見を終了させていただきま

す。本日はどうもありがとうございました。 

〇市長 

 どうもお世話様でした。ありがとうございました。 

 


